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＜外来情報＞

· 秋山　和子様～先週の外来受診で膝が痒いとの事でオイラックス処方されたが、良くなったと話さ　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　れている。次回受診日を気にされ、医事課や薬局スタッフにも頻回に尋ねている。

· 淡路　智恵子様～禁煙したいと話されていたが、「1日30本たばこを吸っている。今週末は妹の
　　　　　　　　家に行って来る。」と話されている。

･　溝口　キク様～「お祭があるから、薬を2週間分処方してほしい。」と要求されているが、交通手段が確保できる為1週間分のみ処方となる。

･　中村　鶴子様～「今週、眼球上転が2回あった。」と話されている。

･　田名部　浩平様～先週の金曜日救急車で搬送された事で、主治医より「何かあったらまず、青南病

院に電話するように、救急車は緊急を要する人が利用するので呼ばないこと。救急でなければ翌日まで様子を見ること。」と再度説明を受けている。

＜利用者様情報＞

· 田名部　浩平様～本日、外来受診後母様が来所。利用規約・契約書類を説明し渡している。次回
　　　　　　　　外来受診時、書類を持参していただく。

· 長瀬　紘一郎様～来所時、眼光鋭く腰痛の訴えあり。いつから腰痛があるのか担当スタッフが尋ね

ると「松平病院に居た時から痛かった」と話される。スタッフを代え「担当スタッフに松平病院に行けって言われた」と話される。担当スタッフが、いつから腰痛なのかを聞いただけで松平病院に行くようにとは話していないと本人に伝えると「俺が勘違いしたのかな？担当スタッフが松平病院に行けと言ったかと思った」とのこと。

⇒今後も思い違いをしているような言動があった場合は、思い違いを解くようその都度説明する。

· 秋山　和子様　～8/21　8/22早退と連絡表に記載していたが、欠席にしたいとスタッフに相談　　　　　

している。理由について「母にデイケアを休んでも良いか尋ねたらあなたの好きなようにしなさいと言われた。どうしてよいのか分からないけど、好きなようにと言われたから休む」と話されている。また、「母がこの前倒れ、病院で点滴を打っていた。今、自分がご飯仕度をしている。心配で大家と姉に電話した。姉が近いうちに来るって言っていた」と話される。

⇒今後も本人の話を傾聴していく。

· 山田　健次様　～「悩んでいる事がある。うみねこ幸房を辞め、日中は家で過ごし、夕方ナイト

ケアに来ようと思っている」とのこと。スタッフより膝痛の為、また夕方暗くなると歩行が不安定になるという理由で現在通所困難なのではないかと本人に伝えると「そうだな。では、ナイトを辞め、うみねこ幸房に行く方が良いかな」と話される。医師に相談することを進め、自分から医師に相談出来るか尋ねると「どうかな」と話される。スタッフより医師に相談内容を伝えることが出来ることを伝えると「少し考えてみる」と答えられる。

· 村上　元道様　～9:30に来所し、革細工をしたいと希望されている。最近、うみねこ幸房利用の
　　　　　　　　話が担当医より挙がってから気分の高揚や行動がオーバーワーク気味になるこ
　　　　　　　　とも見られている。また、「やりたい事が沢山あるが時間の配分が出来ない」と
　　　　　　　　も話されている。

⇒・関係機関に情報提供する。

・休養時間が減少し生活リズムが乱れる可能性もある為、本人と面談し時間の配分等について話し合う。

＜納涼会検討＞

○各担当の進行状況について

· 食材　　　　　～栄養へ食材発注する。食材の人数は8/11までに大まかな人数を栄養へ連絡する。

増えた人数は随時栄養へ連絡する。

· ゲーム　　　　～ゲーム内容を検討中。

· デイケア屋台　～水鉄砲、丁半ゲーム各屋台の担当に分かれ必要物品、進行手順等を決めている。

· デイナイト屋台～ダーツの的、屋台の装飾を製作中。的は、板を切り現在ヤスリをかけている。装

飾はお花紙で花を製作している。

· スタッフ屋台　～金魚釣りの金魚を折り紙で製作中。

＜利用者様検討＞

鈴木　茂子様（51）統合失調症　デイケア利用中

○利用目的

· 生活リズムの確立

· 金銭管理

○現在の様子

利用は月･水･金の週３回となっている。しかし、体調不良や用事等の理由で欠席する事が増えており、利用率が減少して来ている。

○本人の意見

「私にはデイケアが必要だが、色々用事があってデイケアに来れていない」

○ご家族（姉様）の意思

· デイケアに通わせたい。

· 欠席している時は連絡してほしい。

· 欠席が続くようなら施設入所も考えている。

○今後

· 利用規約・契約書類の説明時にご家族、本人に来て頂き、最近の様子も合わせ面談を行う。

＜勉強会＞

『てんかん』とは大脳ニューロンの過剰放電による突然性の神経症状（てんかん発作）を反復する慢性の脳疾患である。

○てんかん発作の病院として

1 一過性の代謝障害によるもの（抗不安薬、睡眠薬からの離脱や抗精神薬に基づくもの、また、アルコール依存症の離脱症状）や先天性代謝異常

2 脳障害（出産時障害、脳炎、脳腫瘍、頭部外傷）

3 原因不明

○ちょっと知識として･･･

· 出現頻度は一般人口の0．5～0．7である。

· 予後は病型によって異なるが全体の６０～８０％は発作消失に至る。

· てんかんは昔より精神疾患の中に含まれ三大精神病（統合失調症、躁鬱病、てんかん）の一つとして位置づけられていた。しかし、最近では、精神疾患と区別する意見も増えてきている。

· 全般発作（過剰放電が脳全体）と部分発作（脳の一部から過剰放電が始まる）がある。

· 本人の意志に問わず発生し、持続は数分以内、全般発作では時にしんせん、痙攣状態がみられ→

脳腫瘍、呼吸、循環障害→生命の意識

○全般発作の分類

　①欠神発作　　　　数秒以内気が遠くなるような感じ

　②脱力発作　　　　急に頸が前にガクンと垂れたり、崩れるように倒れてしまう

　③強直発作　　　　両側全身の強直けいれん

　　　　　　　　　　数秒～数十秒、伸展（上肢・下肢が突っ張る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

丸太が倒れるような感じの発作（棒状転倒）

発作の中で特に危険。頭をぶつける。

　④間代性発作　　　両側・全身の間代けいれん。短い周期で伸筋と屈筋の交代性の変化。

一見ガクガクと振るえているような感じ

　⑤強直間代性発作　強直発作と間代性発作が連続移行していく発作（ECTも同じ原理）

　　　　　　　　　　発作の経過は約１分前後、発作後は睡眠移行。もうろう状態。

○観察・記録は

1 発作の時間　何をしている時だったか

2 発作がどの部分からどのように始まったのか

3 発作中の姿勢・表情や身体各部の状態

4 不安の有無、表情、意識の有無

5 発作の特張時間

6 発作後のもうろう状態、外傷の有無

7 今までの発作との相違点

8 前兆の有無はどうだったか（しびれ、不快感）

9 発作前の身体症状はどうだったか（しびれ、不快感等）

○臨床の中であること

· 浴室内での発作

· 布団の上で（真青な顔）

· 前兆として（不機嫌さ見られる）

· 火事になりかける

